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　日本ＧＬＰが神奈川県厚木市で建設を進めていた
物流施設「Marq 東名厚木」が完成した。建物はＳ
造４階建て延べ約，㎡の規模。東名高速道路
「厚木ＩＣ」と新東名高速道路「厚木南ＩＣ」に近
接し、首都圏全域に加えて、名古屋への配送にも対
応できる。設計、施工はともに鴻池組が担当した。

　※写真提供：鴻池組
完成Marq 東名厚木
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■工　事　名　称：（仮称）ＧＬＰ東名厚木プロジェクト新築工事
■工　事　場　所：神奈川県厚木市酒井土地区画整理事業地内
■発　注　者：日本ＧＬＰ株式会社
■設計・監理：株式会社鴻池組東京本店一級建築士事務所

■施　　　工：株式会社鴻池組　東京本店
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡

■階　　　数：地上４階
■構　　　造：Ｓ造
■主　要　用　途：倉庫
■工　　　期：年月～年７月

カフェテリア エントランスホール

　神奈川県厚木市で建設を進めてまいりました先進的物流
施設「Marq 東名厚木」が、このたび竣工を迎えました。
設計・施工を担っていただきました鴻池組の皆さまをはじ
め、工事に携わられた関係者の皆さまに心より感謝申し上
げます。特に、竣工間際には中東情勢の影響等による資材
調達の不確実性が生じる中においても、鴻池組の皆さまの
多大なるご尽力により、当初のスケジュール通りに竣工へ
導いていただきましたことに、改めて深く御礼申し上げま
す。
　また、本施設の開発・建設にあたっては、テナント企業
様の多様な要望にも真摯に向き合い、仕様変更や調整に柔
軟に対応していただいたことが、結果として入居企業様か
らの高い評価にもつながっております。
　本施設は、関東全域や名古屋・甲信越エリアをカバーす
る広域配送拠点として高い利便性を備えるとともに、マル
チテナント型施設として多様な物流ニーズに対応可能な設
計となっております。加えて、ラウンジやセルフ式コンビ
ニも整備するなど従業員の方々の快適な就労環境にも配慮
し、安定的な雇用確保をサポートしております。
　当社は今後も、入居企業様の事業拡大と物流高度化に貢
献する施設づくりを推進するとともに、地域経済の持続的
な発展に寄与してまいります。

　本計画は、東名高速道路「厚木ＩＣ」や新東名高速道路
「厚木南ＩＣ」に近接し、広域配送拠点としてアクセス性
に優れた好立地に位置しています。地上４階建てのマルチ
テナント物流施設として、各階につながるランプウェイを
設置し、最大テナントの入居が可能な計画としました。
１階と２階には、低床バースを採用し、．ｔ用フォーク
リフトにも対応することで、幅広いニーズに対応できる構
造としています。
　デザインのコンセプトには、「つなぐ」を掲げ、テナン
ト同士のつながりや、この地における歴史の継承を表現し
ました。外観はアソートカラーをつなげることにより、テ
ナント同士のつながりを連想させるとともに、テナントが
集うカフェテリア部分の外壁には、アクセントカラーの
ゴールドを配置し、特別な空間としての存在感を高めてい
ます。
　エントランス空間では、過去から未来へとつながる時の
流れをテーマとしました。入口正面のステンレスパネルに
よるアイストップ壁は、先進性を感じさせるステンレスの
光沢と、かつての田園風景を彷彿させる水面柄を併せ持つ
パネルにより、過去と未来の調和を表現しました。アイス
トップ壁に向けてルーバーや仕上げ材で方向性を出すこと
で、時の流れを印象付けるとともに、視線の誘導を図りま
した。
　株式会社鴻池組東京本店一級建築士事務所　渡部菜津子


